
コンフィギュレーションの利用１

コンフィギュレーションとは

 複数の類似部品を1つのPart Studioで管理する機能です

 長さ・直径の違う複数の類似のパーツの表をPart Studioに作成して類似
パーツを定義するので管理が簡単になります

 アセンブリするとき、パーツ挿入時にコンフィギュレーションで設定し
た寸法値を選択することにより、寸法の異なる類似パーツをアセンブリ
のワークスペースに挿入することができます

アセンブリ時に有効になる機能です



コンフィギュレーショ
ンの利用２ 例１

左のモデルの各
部寸法を右のよ
うに表します



コンフィギュレーションの利用３ 例１

 右は寸法表です

 モデルは右表のよ
うに大・中・小の3
種類の大きさがあ
るとします

単位 mm A B C D E F

大 80 80 65 30 25 25

中 60 60 50 20 20 20

小 40 40 35 10 15 15



コンフィギュレーションの利用４ 例１

 寸法表の「中」の寸法で
モデリングしました

 モデリング後、ワークス
ペース右のコンフィギュ
レーションパネルタブを
クリックします



コンフィギュレーションの利用５ 例１

 コンフィギュレーションパ
ネルが現れます

 「Part Studioを構成」をク
リックします



コンフィギュレーションの利用６ 例１

「フィーチャーを構
成」をクリックする



コンフィギュレーションの利用７ 例１

下ブロックの断面をス
ケッチしたスケッチを選
ぶ



コンフィギュレーションの利用８ 例１

 スケッチの寸法をクリックします

 コンフィギュレーションパネルに
クリックした寸法が表示されます

 スケッチの寸法をクリックします

 コンフィギュレーションパネルに
クリックした寸法が表示されます



コンフィギュレーションの利用９ 例１

 「押し出し」をクリックします

 「奥行き」の値をクリックします

 コンフィギュレーションパネルにク
リックした奥行きの値が表示されま
す



コンフィギュレーションの利用１０ 例１

 上のブロックの断面をスケッチしたスケッチをクリックします

 2か所の寸法をクリックします

コンフィギュレーションパネルにク
リックした2か所の寸法が表示されます



コンフィギュレーションの利用１１ 例１

 上のブロックの「押し出し」をクリックします

 「奥行き」の数値をクリックします

コンフィギュレーションパネルにク
リックした「奥行き」の数値が表示さ
れます



コンフィギュレーションの利用１２ 例１

 数値が入力された行の名前を
「中」（中型の大きさという意
味）にします

 下の行の名前を「大」にします

 名前を「大」にした行に上の
「中」の行の値がコピーされま
す

 この値を「大」の値に変更しま
す

 下の行の名前を「小」にします

 名前を「小」にした行に最初に
作成した「中」の行の値がコ
ピーされます

 この値を「小」の値に変更しま
す



コンフィギュレーションの利用１３ 例１

作成したモデルを用いてコンフィギュ
レーションパネルを設定したPart 
Studioのフィーチャーリストの上に、
設定したコンフィギュレーションが表
示される

コンフィギュレーションの選択窓から
「大、中、小」を選ぶと、ワークス
ペースのモデルが、選択した大きさの
パーツになる

Part Studioです Part Studioです



コンフィギュレーションの利用１４ 例１

 アセンブリでツー
ルバーの「挿入す
る」をクリックす
る

 現れたリストの中
に、コンフィギュ
レーションパネル
で値を設定した
Part Studioの名前
（ここでは「コン
フィギュレーショ
ン例」）が現れる
ので、名前の左の
[>]を押すとメ
ニューが現れる

 [▼]を押すと「中、大、小」の選択リストが現れる

 「中、大、小」はコンフィギュレーションパネルで設定した名前で
すので、選んだ名前に設定した数値の大きさのモデルができます

アセンブリ
です



コンフィギュレーションの利用１５ 例１

 選択リストから「中、大、小」の名前を選択してモデルを作成しアセンブリワークスペースに挿入し
ました

 コンフィギュレーションパネルで設定した「中、大、小」の名前の設定値でモデルができているのが
わかります ⇒ 便利な機能ですね

アセンブリです



コンフィギュレーショ
ンの利用１６ 例２

 左のモデルの寸
法は右です

 コンフィギュ
レーションを用
いて類似の形状
を作成できるよ
うにします



コンフィギュレーションの利用１７ 例２

ワークスペース左のコン
フィギュレーションパネ
ルを開きます

「Part Studioを構成」
をクリックする

下図のようになる



コンフィギュレーションの利用１８ 例２

③直径寸法を記入した
スケッチを選ぶ

④選択したスケッチ上の直径寸法をクリック（40㎜です）

⑤コンフィギュレーションパネルに「直径40mm」が現れる

⑥「完了」をクリックする

①「既定」の項目を「直径」
という名前にする

②「フィーチャーを構成」を
クリックする



コンフィギュレーションの利用１９ 例２

「コンフィギュレーショ
ン入力を追加」を押す

 新たに入力リストが現れる

 「既定」の項目を「長さ」
という名前にする



コンフィギュレーションの利用２０ 例２

②円柱の長さを設定した「押し
出し」を選ぶ

③「押し出し」の「奥行き」の
値を選択する（50㎜です）

④コンフィギュレーションパネル
に「4奥行き50mm」が現れる

⑤「完了」をクリックする

①「フィーチャーを構
成」をクリックする



コンフィギュレーションの利用２1 例２

 「コンフィギュレーション入
力を追加」の右の▲を押す

 「チェックボックス」を押す

 「チェックボックス入力」
が現れるので「名前」を
「上の面取り」としました

 緑チェックを押す

コンフィギュレーショ
ンパネルに「上の面取
り」が現れる



②「上の面取り」に対応する
「面取り」を選ぶ

③「面取り」のプロパティか
ら「抑制解除」を押す

コンフィギュレーションの利用２２ 例２

④コンフィギュレーションパネルに「抑制
解除済み」と現れる

⑤「完了」を押す

①「フィー
チャーを構
成」を押す



 上も青チェックが入っている
のでチェックをはずす

 円柱の「下の面取り」も同様
に作成しましょう

コンフィギュレーションの利用２３ 例２

 フィーチャーリスト
の上にコンフィギュ
レーションが現れる

 「上の面取り」「下
の面取り」に入って
いるチェックを外し
てみましょう

 2か所ともチェックを外す
とワークスペース上のモ
デルの上下の面取りも無
くなる（面取りが抑制さ
れるのです）

 またチェックを入れると
面取りは現れます

 面白い機能ですね



 コンフィギュレーションパネ
ルを開く

 「直径」・「長さ」の選択で
きる値を増やします

 名前も変えます

コンフィギュレーションの利用２４ 例２

名前を「直径」に変え
る

名前を「40㎜、20㎜」に変え、
直径値も40㎜、20㎜にする

名前を「長さ」に変え
る

名前を「50㎜、70㎜、30㎜」に変
え、直径値も50㎜、70㎜、30㎜に
する

変更前

変更後



フィーチャーリスト上
部のコンフィギュレー
ションに直径・長さの
項目があります

コンフィギュレーションの利用２５ 例２

コンフィギュレー
ションに設定した
通りに選択できる
値が増えています

 直径20㎜、長さ70㎜、下の面取
りのチェックを外します

 右図のモデルに形が変わります



①アセンブリの「挿入する」を
押す

②現れるリストの中の設定項目
から直径、長さ、面取りの有無
を決める

③「生成する」を押す

④パーツ名を押す

⑤ワークスペース上に設定した
形状の燃えパーツが現れます

コンフィギュレーションの利用２６ 例２

アセンブリ

直径、長さ、面取りの有無を変えて
3種類のパーツを作りアセンブリ
ワークスペース上に挿入できました



 下図の全ねじ六角ボルトをコンフィグ
レーション機能を用いて選べるように
します

 各部の寸法を右表に示します（JIS B 
1181:2014より）

 ネジ部長さCは10-200mmの範囲で長
さを入力できるようにします

コンフィギュレーションの利用２７ 課題１

ねじの
呼び A B C(可変） φd

M5 8.0 3.0 10~200 5

M6 10.0 3.6 10~200 6

M8 13.0 4.8 10~200 8

M10 16.0 6.0 10~200 10

M12 18.0 7.2 10~200 12

M16 24.0 9.6 10~200 16

M20 30.0 12.0 10~200 20

M24 36.0 14.4 10~200 24

M30 46.0 18.0 10~200 30

M36 55.0 21.6 10~200 36



参考までにフィーチャーリストとコンフィグレーションパネルを示します

コンフィギュレーションの利用２８ 課題１



 左図のナットをコンフィグ
レーション機能を用いて選
べるようにします

 各部の寸法を右表に示しま
す（JIS B 1181:2014より）

コンフィギュレーションの利用２９ 課題２

ねじの
呼び A B φd

M5 8.0 4.7 5

M6 10.0 5.2 6

M8 13.0 6.8 8

M10 16.0 8.4 10

M12 18.0 10.8 12

M16 24.0 14.8 16

M20 30.0 18.0 20

M24 36.0 21.5 24

M30 46.0 25.6 30

M36 55.0 31.0 36



参考までにフィーチャーリストとコンフィグレーションパネルを示します

コンフィギュレーションの利用３０ 課題２


